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檀 上 正 光 議 員（ 市 民 連 合 ） 質問方式：一問一答方式  

 

１ 地方財政計画と臨時財政対策債について  

（1）新年度における地方交付税が前年度より大幅に増額された一方

臨時財政対策債は大幅な減額となったが、それぞれ主な要因は

何か  

（2）公債費のピークは何年度で、減少期に入るのは何年度からか  

（3）令和２年度と３年度の臨時財政対策債の発行は当初予算通りだ

ったのか、市の判断で減額などされたのか  

（4）令和３年度は補正予算で地方交付税の増額により、臨時財政対

策債の償還財源が措置されたと聞いているが、対応したのか  

（5）コロナ禍が続いて今後とも収束の見込みは難しいと思うが、国

は新年度で税収増加を見込んでいる、今後の国の税収や地方交

付税についてどのような見通しを立てているのか  

 

２ 新年度予算と総体説明について  

（1）地方財政対策に示された重要課題について  

ア  令和４年度の予算編成にあたり、国が一般財源確保の要因と

した「地域社会のデジタル化」「公共施設の脱炭素化の取り組

み」「消防防災力の一層の強化」という３つの重点課題につい

ては、尾道市はどのように取り組むのか  

（2）市税収入について  

ア 総体説明では、「市税全体で、前年度比 2.5％、約４億 3,000

万円の増加を見込んでいる」としているが、市民税収入増加の

要因を、どのように考えているか  

イ  法人市民税の大幅な増額は、どのような分析によるものか  

ウ 法人市民税均等割の対象となる法人数と、法人税割を納付した

法人数について、コロナ禍の前と後の推移はどうなっている

か 
エ  個人市民税では、納税義務者数とその人口に対する割合は、

最近、どのように推移しているか  

（3）「まちなか文化交流施設整備事業」について  

ア 令和４年度に行う、旧三井住友銀行尾道支店の建物の耐震改

修工事は、具体的にはどのような工事を予定しているか  

イ 工事完成後、旧三井住友銀行尾道支店はどのような活用をする

のか  
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ウ  旧三井住友銀行尾道支店からおのみち商業会議所記念館に至

る一帯を、どのように整備し、どのような役割をもたせて活

用するのか 

（4）「マリンスポーツ推進事業」について  

ア 尾道市が、広島県の「わがまち♥ スポーツ推進事業」の採択に

あたり、様々なスポーツの中からマリンスポーツを取り上げ

た理由や経緯についてお聞きする  

イ マリンスポーツは様々な種類があると思うが、市長はどのよう

なマリンスポーツを考えているか。  

ウ サイクリングは子どもから高齢者まで、年間を通じて誰もが

気軽に楽しめるスポーツである一方で、マリンスポーツは、

夏の時期が中心で、専門的な知識や技術なども必要で、誰もが

気軽に楽しむには少しハードルが高いように思うが、市長の考

えは 

エ 広島県の補助金は３か年の継続のようだが、３か年でマリンス

ポーツを「サイクリングとともに地域振興の一翼を担うスポー

ツ資源」にするという目的達成は、なかなか難しいと思うが、

市長の考えは  

 

３ 第２次尾道市農業振興ビジョンについて  

（1）第２次尾道市農業振興ビジョンは、10 年の取り組み期間中の中

間年を迎える中、「施策の展開方向」である「むらをつくる」「農

を育てる」「食をまもる」は、それぞれどのような取り組みを行

ってきたのか  

（2）「具体的な将来像」に掲げるそれぞれの目標について進捗状況

はどのようになっているのか  

（3）農業・農村・農家を取り巻く状況は年々厳しくなり、その要因

には、高齢化・後継者不足、耕作放棄地の増加、有害鳥獣被害・

大規模自然災害の多発、農産物の輸入増大など構造的な問題が

あると思われるが、どのように考えているか  

（4）第２次尾道市農業振興ビジョンの中間検証・見直しでは、どの

ような施策の展開を考えているか。重点課題など基本的な考え

を求める  

 

４ 学校における働き方改革について  

（1）「学校における働き方改革取組方針」は、この４年間でどのよ

うに実践されて、どのような成果が得られたか。その結果、教

員の働き方はどのように変わったか  
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（2）数値目標の達成と具体的方策の実施について  

ア 「子どもと向き合う時間が確保されていると感じる教員の割合

を 80％以上  」とするなどの数値目標はどのようになっている

か 

イ この数値目標の実現向けて「教務事務支援員の配置」など多く

の具体的な方策を示していたが、これらは、すべて実施された

か 

ウ 実施された項目があれば、どのような方法で実施されたか  

エ 実施されていない項目があれば、何故実施できなかったか。お

聞きする  

（3）今後の取り組みについて  

ア 「学校における働き方改革取組方針」の実施期間は今年度末ま

であるが、次年度からはどのように取り組むのか 

イ 新たな「取り組み方針」を策定するとしたら、いつ策定し、そ

の期間は、いつからいつまでの予定か  

ウ 「学校における働き方改革」において、今後、重点的に取り組

む項目や新たな内容は何か  

 


